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連合艦隊司令部のあった寄宿舎

今

年

一

年

間

を

振

り

返

っ

て事
務
局
長
　
寺
田
貞
治

今
年
も
世
界
が
激
動
し
た
一
年
で
し
た
。
日
本
は

相
も
変
わ
ら
ず
、
世
界
の
動
き
に
対
応
で
き
ず
、
憲

法
と
民
主
主
義
を
踏
み
に
じ
る
よ
う
な
や
り
方
で
、

掃
海
艇
の
派
遣
を
し
た
り
、
P
K
O
法
案
を
押
し
通

そ
う
と
し
た
り
し
ま
し
た
。

仮
想
敵
国
で
あ
っ
た
ソ
連
も
崩
壊
し
た
今
日
、
日

本
だ
け
が
い
ま
ま
で
通
り
防
衛
費
を
増
や
し
て
い
っ

て
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
諸
外
国
か
ら
疑
惑
の

目
で
み
ら
れ
な
い
で
し
ょ
う
か
。
日
本
の
経
済
力
が

強
い
と
い
っ
て
も
庶
民
の
暮
し
に
豊
か
さ
の
実
感
は

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
住
宅
や
様
々
な
社
会
基
盤
の

整
備
の
遅
れ
の
ほ
か
、
社
会
福
祉
の
遅
れ
が
あ
り
ま

す
。
日
本
国
内
で
も
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

は
山
積
し
て
い
ま
す
。
世
界
を
見
て
も
自
衛
隊
の
海

外
派
遣
よ
り
も
、
も
っ
と
先
に
や
る
べ
き
事
は
い
っ

ぱ
い
あ
り
ま
す
。

先
ず
、
何
よ
り
も
さ
き
に
や
る
べ
き
事
は
、
先
の

戦
争
で
被
害
を
与
え
た
ア
ジ
ア
の
人
々
に
対
し
て
心

か
ら
の
謝
罪
と
、
補
償
を
す
る
事
で
す
。
民
族
と
民

族
の
間
の
ト
ラ
ブ
ル
は
、
互
い
に
恨
み
を
残
さ
な
い

よ
う
に
き
ち
ん
と
処
理
し
て
お
か
な
い
と
、
何
時
ま

た
問
題
が
再
燃
す
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
歴
史
は
そ

れ
を
教
え
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

私
達
の
運
動
が
、
世
界
の
平
和
と
、
人
々
の
幸
せ

の
た
め
に
少
し
で
も
貢
献
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
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第
五
回
幹
事
A
右
報
生
□

日
時
　
九
月
一
一
日
午
後
五
時
半

場
所
　
藤
山
記
念
館
中
会
議
室

報
告
事
項

○
事
務
局
長
よ
り

一
、
会
員
数
＝
四
〇
七
名

二
、
八
月
二
八
日
‥
小
園
さ
ん
と

金
さ
ん
と
事
務
局
長
と
三
人
で

県
立
図
書
館
の
樋
口
さ
ん
に
会

い
、
地
下
壕
の
資
料
に
つ
い
て

お
話
を
伺
う
。
昭
和
二
〇
年
～

二
五
年
に
か
け
て
建
設
省
が
各

県
の
土
木
に
地
下
壕
の
測
量
を

指
示
し
た
。
市
町
村
で
調
べ
た

地
下
壕
の
資
料
が
県
の
土
木
課

に
あ
る
は
ず
だ
が
、
公
開
す
る

と
い
ろ
い
ろ
と
問
題
が
出
て
く

る
恐
れ
が
あ
る
の
で
全
面
的
に

は
公
開
は
し
な
い
だ
ろ
う
。

一
部
公
開
さ
れ
て
い
る
地
下

壕
の
資
料
の
コ
ピ
ー
を
貰
っ
て

帰
っ
た
。

三
、
会
報
第
一
三
号
発
行
。
都
合

の
つ
く
幹
事
に
集
ま
っ
て
頂
き
、

発
送
事
務
を
手
伝
っ
て
貰
っ
た
。

四
、
八
月
二
九
日
‥
区
政
推
進
課

に
行
き
、
会
報
第
一
三
号
を
届

け
た
。八
月
三
〇
日
‥
国
会
議
員
会

館
に
行
き
、
強
制
連
行
問
題
全

国
連
絡
会
議
に
出
席
し
、
外
務

省
・
労
働
省
・
警
察
庁
の
役
人

の
話
を
聞
い
た
。

五
、
九
月
三
日
‥
防
衛
庁
戦
史
資

料
室
に
行
き
、
地
下
壕
の
資
料

を
調
べ
た
。

六
、
九
月
一
〇
日
‥
新
藤
氏
、
木

村
氏
、
豊
島
氏
と
事
務
局
長
の

四
人
で
国
会
議
員
団
の
日
吉
台

地
下
壕
の
見
学
打
ち
合
せ
。
国

会
議
員
団
は
そ
の
足
で
横
浜
市

長
、
神
奈
川
県
知
事
に
会
い
、

地
下
壕
保
存
に
つ
い
て
要
望
す

る
予
定
。
日
程
は
一
〇
月
上
旬

ご
ろ
。
こ
の
時
多
く
の
地
域
住

民
に
集
ま
っ
て
頂
き
、
住
民
の

声
を
伝
え
た
い
。
幹
事
の
方
に

は
多
く
の
人
を
動
員
し
て
頂
き

た
い
。
詳
し
い
日
程
が
わ
か
り

次
第
お
知
ら
せ
す
る
。

七
、
一
一
月
二
日
‥
「
在
日
韓
国

・
朝
鮮
人
の
教
育
を
考
え
る
会
」

の
小
・
中
学
校
の
教
職
員
団
体

が
見
学
を
予
定
。

議
事
一
、
地
下
壕
見
学
会
に
つ
い
て

二
、
保
存
運
動
の
進
め
方
そ
の
他

＊
幹
事
会
終
了
後
、
資
料
集
の
製

本
作
業
を
行
う
。
九
九
部
作
成
。

第
六
回
幹
事
会
報
告

日
時
　
一
〇
月
九
日
午
後
五
時
半

場
所
　
藤
山
記
念
館
中
会
議
室

報
告
事
項

事
務
局
長
よ
り

一
、
　
会
員
数
＝
四
一
四
名

二
、
九
月
二
一
日
‥
保
存
の
会
主

催
地
下
壕
見
学
会
。
三
五
名
参

加
。

三
、
九
月
二
四
日
‥
国
会
議
員
団

の
地
下
壕
見
学
打
ち
合
せ
。

四
、
九
月
二
八
日
‥
自
民
党
県
会

諸
員
に
旭
区
に
計
画
し
て
い
る

「
こ
ど
も
館
・
平
和
館
」
に
つ

い
て
事
情
を
聞
き
、
日
吉
台
地

下
壕
の
保
存
に
つ
い
て
力
に
な

っ
て
頂
き
た
い
と
要
望
し
た
。

五
、
一
〇
月
七
日
‥
浜
教
祖
港
北

支
部
長
か
ら
、
教
育
研
修
会
の

助
言
者
に
な
っ
て
頂
き
た
い
と

の
依
頼
と
、
港
北
区
の
小
中
学

校
教
員
の
地
下
壕
見
学
の
依
頼

が
あ
り
、
見
学
会
は
一
二
月
一

四
日
（
土
）
に
予
定
し
た
。

六
、
一
〇
月
八
日
‥
日
吉
台
地
下

壕
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
岩
波
書

店
の
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
か
ら
出
し

た
ら
ど
う
か
と
の
話
が
あ
り
、

岩
波
書
店
の
編
集
部
と
話
し
合

った。

議
事
一
、
地
下
壕
見
学
会
に
つ
い
て

二
、
保
存
運
動
の
進
め
方
そ
の
他

三
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
発
行
に
つ

い
て
岩
波
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
‥

A
5
版
、
表
紙
二
色
刷
、

六
〇
頁
、
定
価
三
五
〇
円

工
芸
社
見
積
‥

●
A
5
版
、
表
紙
二
色
刷
、

二
六
頁
、
二
千
部
、

総
費
用
三
六
四
〇
〇
〇
円

●
A
5
版
、
表
紙
三
色
刷
、

二
六
貢
、
二
千
部
、

四
四
三
〇
〇
〇
円
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第
七
回
幹
事
会
報
告

日
時
　
一
一
月
一
三
日

場
所
　
藤
山
記
念
館
中
会
議
室

報
告
事
項

事
務
局
長
よ
り

一
、
会
員
数
＝
四
二
九
名

二
、
一
〇
月
一
〇
日
‥
県
「
神
奈

川
と
朝
鮮
と
の
関
係
史
」
調
査

委
員
会
。
委
員
二
〇
名
。

三
、
一
〇
月
一
二
日
‥
矢
上
小
学

校
P
T
A
家
庭
教
育
学
級
で
地

下
壕
見
学
。
約
四
〇
名
参
加
。

四
、
一
〇
月
二
四
日
‥
N
H
K
テ

レ
ビ
地
下
壕
撮
影
。
太
平
洋
戦

争
開
戦
五
〇
周
年
ス
ペ
ッ
シ
ャ

ル
番
組
と
し
て
二
回
に
分
け
て

開
戦
か
ら
終
戦
ま
で
を
特
集
し

て
放
映
。
そ
の
一
シ
ー
ン
と
し

て
日
吉
の
地
下
壕
が
放
映
さ
れ

る
予
定
。
放
映
は
一
〇
月
一
〇

・
一
一
日
の
予
定
。

五
、
一
〇
月
二
七
日
‥
駒
林
小
学

校
P
T
A
成
人
委
員
会
で
地
下

壕
見
学
。
約
六
〇
名
参
加
。

大
師
高
校
の
先
生
二
人
と
生

徒
四
人
も
合
流
し
て
参
加
。

六
、
一
一
月
二
日
‥
横
浜
在
日
韓

国
・
朝
鮮
児
童
生
徒
の
教
育
を

考
え
る
会
で
地
下
壕
見
学
。

二
七
名
参
加
。

七
、
一
一
月
三
日
‥
大
師
高
校
朝

鮮
文
化
研
究
会
が
日
吉
の
地
下

壕
を
見
学
し
て
調
査
し
、
文
化

祭
で
発
表
し
た
と
い
う
記
事
が
、

神
奈
川
新
開
に
掲
載
さ
れ
た
。

八
、
一
一
月
一
〇
日
‥
県
「
神
奈

川
と
朝
鮮
と
の
関
係
史
」
調
査

委
員
会
、
第
一
回
調
査
状
況
報

告
。

九
、
一
一
月
一
二
日
‥
日
吉
南
小

学
校
P
T
A
家
庭
教
育
学
級
で

地
下
壕
見
学
。
七
二
名
参
加
。

幹
事
よ
り

日
吉
台
中
学
の
文
化
祭
で
、
日

吉
と
市
ヶ
谷
の
地
下
壕
に
つ
い

て
展
示
し
た
。
ま
た
愛
知
県
の

春
日
井
市
に
友
人
が
い
て
、
昭

和
二
〇
年
七
月
一
四
日
に
空
襲

を
受
け
て
五
ト
ン
爆
弾
を
原
爆

を
想
定
し
て
落
と
し
た
と
い
う

事
を
聞
い
た
（
谷
療
）
。

議
事
一
、
地
下
壕
見
学
会
打
ち
合
せ

二
、
保
存
運
動
の
進
め
方

国
会
議
員
団
の
地
下
壕
視
察

県
知
事
と
市
長
へ
の
陳
情

三
、
調
査
活
動
に
つ
い
て

一
〇
月
一
七
日
・
一
一
月
七
日

に
聞
き
取
り
調
査
を
実
施
。
朝

鮮
人
労
働
者
の
飯
場
が
新
た
に

判
明
し
た
。
ま
た
彼
ら
は
全
く

日
本
語
が
話
せ
な
か
っ
た
の
で
、

朝
鮮
か
ら
直
接
連
れ
て
こ
ら
れ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
北
朝
鮮
か

ら
連
れ
て
こ
ら
れ
た
ら
し
い
が
、

確
証
は
な
い
。
飯
場
は
慶
應
大

学
の
ま
む
し
谷
の
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
の
南
側
に
あ
っ
て
、
直
接
海

軍
の
設
営
隊
の
指
揮
下
に
あ
っ

た
。
四
〇
～
五
〇
人
一
組
と
な

っ
て
地
下
壕
を
掘
り
に
兵
隊
に

連
れ
ら
れ
て
飯
場
か
ら
や
っ
て

き
た
と
い
う
。
お
腹
を
す
か
し

て
付
近
の
農
家
に
よ
く
こ
っ
そ

り
隠
れ
て
や
っ
て
き
た
。

詳
し
い
こ
と
は
、
付
近
の
民

家
の
娘
と
結
婚
し
た
兵
隊
に
聞

く
と
分
か
る
と
い
う
こ
と
だ
っ

た
。

第
八
回
幹
事
会
報
告

日

時

一

二

月

一

一

日

午
後
五
時
三
〇
分
時

場
所
　
藤
山
記
念
館
中
会
議
室

報
告
書
項

事
務
局
長
よ
り

一
、
会
員
数
＝
四
六
六
名

二
、
一
一
月
三
〇
日
‥
「
民
族
差

別
と
人
権
問
題
」
小
委
員
会
の

県
高
校
教
員
団
体
の
地
下
壕
見

学
会
。

三
、
一
二
月
四
日
‥
神
奈
川
県
朝

鮮
人
強
制
連
行
真
相
調
査
団
結

団
式
。

四
、
一
二
月
七
日
‥
慶
應
生
協
学

生
委
員
会
に
よ
る
地
下
壕
見
学

会
が
予
定
さ
れ
て
い
た
が
、
都

合
に
よ
り
中
止
と
な
っ
た
。

五
、
一
二
月
八
日
‥
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
雑
誌
「
東
棟
沿
線
」
の
「
と

う
よ
こ
歩
く
会
」
主
催
で
地
下

壕
見
学
。
二
〇
名
参
加
。

六
、
一
二
月
一
四
日
‥
港
北
区
小

・
中
学
校
教
員
団
体
が
地
下
壕

見
学
予
定
。
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七
、
一
二
月
二
二
日
‥
「
神
奈
川

と
朝
鮮
と
の
関
係
史
」
調
査
委

員
会
第
二
回
調
査
状
況
報
告
会

予
定
。

幹
事
よ
り

一
二
月
八
日
朝
鮮
人
強
制
連
行

真
相
調
査
団
の
夏
島
の
「
地
下
工

場
の
調
査
に
参
加
し
た
。
地
下
壕

と
し
て
は
国
内
最
大
規
模
で
、
総

延
長
一
三
キ
ロ
、
掘
削
時
に
は
多

く
の
朝
鮮
人
が
強
制
労
働
さ
せ
ら

れ
、
工
場
内
で
は
ジ
ェ
ッ
ト
エ
ン

ジ
ン
な
ど
の
実
験
や
生
産
も
行
わ

れ
て
い
た
と
い
う
。
調
査
後
、
工

書
殉
職
者
の
の
慰
霊
碑
が
あ
る
横

須
賀
市
緑
が
丘
の
良
良
院
に
行
っ

た
。
こ
の
碑
に
は
日
本
人
に
混
じ

っ
て
朝
鮮
人
の
名
前
が
刻
ま
れ
て

い
た
。
（
小
園
）

議
事

一
、
地
下
壕
見
学
会
に
つ
い
て

一
二
月
一
四
日
午
後
一
時
半

藤
山
記
念
館
大
会
議
室
集
合

二
．
保
存
運
動
の
進
め
方

①
　
国
会
議
員
団
の
地
下
壕
視

察
に
つ
い
て

P
K
O
の
事
で
国
会
議
員
が
多

忙
で
日
程
が
決
ま
っ
て
い
な
い

が
、
来
年
は
じ
め
に
は
実
施
し

た
い
意
向
で
あ
る
。
県
会
議
員

に
は
一
部
の
人
に
連
絡
が
い
っ

て
い
る
。

②
　
県
知
事
と
市
長
へ
の
陳
情

に
つ
い
て

長
洲
知
事
に
は
話
が
い
っ
て
い

る
よ
う
で
、
基
本
的
に
は
賛
成

だ
が
、
地
元
の
意
向
が
ど
の
程

度
で
あ
る
の
か
問
題
に
し
て
い

る
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

何
れ
に
せ
よ
、
い
つ
で
も
陳

情
書
が
出
せ
る
よ
う
、
ま
た
署

名
活
動
に
は
い
れ
る
よ
う
準
備

し
て
お
く
。
そ
し
て
来
年
の
早

い
時
期
に
行
動
を
起
こ
す
こ
と

に
す
る
。

三
．
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
発
行
に
つ

い
て
○
岩
波
書
店
か
ら
全
国
的
に

興
味
、
関
心
を
も
た
れ
る
と
は

必
ず
し
も
思
え
な
い
し
、
歴
史

の
証
言
と
し
て
朝
鮮
人
労
働
者

を
始
め
、
よ
り
衝
撃
的
な
も
の

が
求
め
ら
れ
る
と
い
う
理
由
で

発
行
を
断
わ
っ
て
き
た
。

○
工
芸
社
に
発
行
を
依
頼
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。

A
五
版
、
表
紙
二
色
刷
、

二
六
頁
、
二
五
〇
〇
部
、

約
五
〇
万
円

原
稿
は
冬
休
み
中
に
書
き
上
げ
、

幹
事
会
で
検
討
し
て
三
月
ま
で

に
発
行
す
る
。

四
．
会
報
一
四
号
、
一
五
号
の
発

行
に
つ
い
て

○
一
四
号
は
年
内
に
発
行

○
一
五
号
は
来
年
一
月
に
発
行

五
．
新
年
会
（
幹
事
会
も
兼
ね
る
）

日
時
　
一
月
一
一
日
午
後
六
時

場
所
　
日
吉
「
梅
ヶ
谷
」

地

下

壕

見

学

会

感

想

文

九
月
二
一
日
（
保
存
の
会
）

＊
昭
和
五
五
年
日
吉
の
地
に
住

ま
い
を
移
し
早
一
〇
年
が
過
ぎ
ま

し
た
。
来
た
当
座
学
生
達
が
ス
ナ

ッ
ク
で
「
こ
の
下
に
地
下
壕
が
あ

っ
て
、
入
っ
て
い
っ
た
人
が
出
ら

れ
ず
に
中
に
白
骨
死
体
が
あ
る
よ
」

と
の
話
を
聞
き
、
そ
れ
か
ら
は
と

て
も
興
味
が
わ
き
、
と
う
と
う
本

日
こ
の
目
で
確
か
め
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。
「
ス
ゴ
イ
ッ
」
の
一
言

に
つ
き
ま
し
た
。
本
当
に
！

＊
大
変
貴
重
な
歴
史
的
に
大
切

な
も
の
な
の
で
、
国
や
地
方
自
治

体
が
管
理
・
保
存
し
、
一
般
に
自

由
に
見
学
で
き
れ
ば
よ
い
。

＊
自
然
の
地
形
を
利
用
し
て
、

巨
大
な
軍
施
設
が
造
ら
れ
て
い
た

こ
と
に
改
め
て
驚
嘆
し
た
。
地
上

戦
を
迎
え
う
つ
施
設
と
し
て
は
少

々
物
足
り
な
い
気
も
し
た
が
、
も

っ
と
整
備
し
て
是
非
戦
跡
博
物
館

に
し
て
頂
き
た
い
。

＊
昭
和
史
の
遺
跡
と
し
て
、
そ

の
保
存
価
値
の
高
さ
を
感
じ
ま
し

た
。＊
予
想
以
上
に
大
き
く
驚
い
た
。

今
後
も
保
存
を
充
分
に
し
て
見
学

で
き
る
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

＊
こ
の
よ
う
な
施
設
を
崩
壊
に

ま
か
せ
て
お
く
私
達
の
政
府
に
、

「
い
か
り
」
を
お
ぼ
え
ま
す
。
過

去
の
出
来
事
で
な
く
今
日
的
な
問

題
で
あ
る
こ
と
を
痛
感
し
ま
し
た
。

＊
こ
れ
だ
け
の
通
路
を
地
下
に

眠
ら
せ
て
お
く
の
は
余
り
に
も
も

っ
た
い
な
い
。
何
と
か
公
に
保
存

さ
れ
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。
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＊
思
っ
た
よ
り
立
派
で
驚
き
ま

し
た
。
戦
争
の
空
し
さ
を
感
じ
る

と
と
共
に
後
世
に
語
り
継
が
な
け

れ
ば
と
思
い
ま
し
た
。

＊
戦
争
を
知
ら
な
い
世
代
で
す

が
、
昔
の
事
を
少
し
で
も
勉
強
で

き
て
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

＊
戦
争
の
愚
か
さ
を
つ
く
づ
く

再
認
識
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
大
勢

の
人
に
知
っ
て
貰
い
た
い
。
一
方

で
は
大
切
に
い
つ
ま
で
も
保
存
し

て
貰
い
た
い
。
こ
の
矛
盾
す
る

（
と
思
う
）
事
を
今
後
検
討
し
て

頂
き
、
二
度
と
あ
の
よ
う
な
間
違

っ
た
悲
惨
な
戦
争
が
起
き
な
い
よ

う
に
、
こ
の
壕
を
役
立
て
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
自
衛

隊
の
海
外
派
兵
、
ま
だ
あ
る
米
軍

基
地
、
こ
れ
ら
の
事
の
解
決
な
く

し
て
平
和
は
あ
り
え
な
い
。
貴
重

な
体
験
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

本
当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

＊
歴
史
上
、
重
要
な
施
設
が
、

こ
ん
な
田
舎
に
（
？
）
あ
っ
た
な

ん
て
意
外
で
す
。
日
吉
と
い
う
町

が
進
駐
軍
の
町
だ
っ
た
と
か
、
そ

う
い
う
話
を
聞
い
て
み
て
、
永
年

住
ん
で
い
る
町
を
再
発
見
し
た
気

持
ち
で
す
。
作
戦
、
司
令
自
体
は

か
な
り
い
い
加
減
と
い
う
か
、
あ

て
ず
っ
ぽ
う
と
い
う
か
、
こ
ん
な

作
戦
で
死
ん
で
い
っ
た
人
達
の
命

っ
て
何
だ
っ
た
ん
だ
ろ
う
。
あ
ん

な
に
す
ご
い
地
下
壕
を
造
る
技
術

・
労
力
が
あ
っ
た
ら
も
っ
と
頭
を

使
っ
て
、
早
く
戦
争
を
終
え
れ
ば

よ
か
っ
た
の
に
と
思
い
ま
し
た
。

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

＊
大
変
な
人
の
力
と
、
悲
し
み

と
憤
り
の
か
た
ま
り
と
思
え
る
地

下
壕
を
見
て
、
終
始
感
謝
の
気
持

ち
で
し
た
。

一
一
月
二
日
（
横
浜
市
小
中
学
校

教
員
団
体
「
横
浜
在
日
韓
国
・
朝

鮮
人
の
教
育
を
考
え
る
会
）

＊
強
制
連
行
に
つ
い
て
い
ろ
い

ろ
自
分
な
り
に
関
心
を
も
ち
調
べ

て
い
る
の
で
す
が
、
こ
の
こ
と
も

是
非
教
材
化
し
て
み
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
私
の
場
合
筑
豊
の
強

制
連
行
に
つ
い
て
特
に
こ
だ
わ
っ

て
い
る
の
で
す
が
・
・
。
本
校
の

前
に
は
岸
棍
公
園
が
広
が
っ
て
い

ま
す
が
、
こ
こ
も
か
っ
て
は
米
軍

基
地
で
し
た
。
地
域
の
歴
史
を
掘

り
起
こ
し
、
そ
れ
ら
か
ら
子
供
達

と
共
に
戦
争
や
平
和
に
つ
い
て
考

え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

一
一
月
一
二
日
（
日
吉
南
小
P
T

A
家
庭
教
育
学
級
）

＊
戦
後
史
を
習
わ
ず
に
育
っ
た

世
代
で
、
先
生
の
お
話
の
一
つ
一

つ
が
初
め
て
聞
く
こ
と
で
、
御
丁

寧
な
お
話
な
の
に
理
解
が
充
分
出

来
か
ね
る
と
い
う
知
識
し
か
持
ち

合
わ
せ
な
い
自
分
を
知
り
、
た
だ

た
だ
戦
争
の
悲
惨
さ
を
改
め
て
感

じ
る
ば
か
り
で
し
た
。
今
日
の
平

和
を
大
事
に
守
り
育
て
て
い
か
ね

ば
な
ら
ぬ
と
思
い
ま
し
た
。

＊
戦
時
中
の
建
物
な
の
に
水
洗

ト
イ
レ
や
自
家
発
電
の
設
備
に
は

驚
き
ま
し
た
。

＊
心
に
ず
し
ん
と
残
る
、
素
晴

ら
し
い
見
学
会
で
し
た
。
二
～
三

年
お
き
に
、
同
じ
見
学
会
を
お
願

い
し
た
い
で
す
。

＊
個
人
で
見
学
で
き
な
い
の
で
、

何
が
何
で
も
参
加
し
よ
う
と
思
い

ま
し
た
。
こ
ん
な
近
く
に
こ
ん
な

地
下
壕
が
あ
る
と
は
、
地
元
の
人

も
見
た
こ
と
が
な
い
人
が
ほ
と
ん

ど
だ
と
思
い
ま
す
。
日
吉
に
住
ん

で
い
る
う
ち
に
見
ら
れ
て
と
て
も

ラ
ッ
キ
ー
だ
と
思
い
ま
し
た
。
ず

っ
と
保
存
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

し
た
。＊
多
く
の
児
童
・
生
徒
が
見
学

で
き
る
よ
う
に
な
り
、
戦
争
に
つ

い
て
考
え
る
機
会
が
与
え
ら
れ
る

と
よ
い
と
思
う
。

＊
大
変
よ
か
っ
た
で
す
。
戦
後

約
五
〇
年
経
と
う
と
い
う
今
、
地

上
で
は
近
代
化
が
進
行
し
て
い
る

の
に
、
ま
だ
生
々
し
い
戦
争
の
跡

が
あ
り
、
そ
れ
を
見
る
こ
と
が
出

来
た
こ
と
に
感
激
し
ま
し
た
。
戦

争
の
明
暗
で
暗
の
部
分
を
ひ
た
隠

し
に
し
よ
う
と
し
て
き
た
戦
後
の

教
育
に
疑
問
を
お
ぼ
え
ま
す
。

＊
身
近
な
と
こ
ろ
に
戦
争
の
跡

が
あ
り
驚
き
ま
し
た
。
狭
く
、
汚

い
と
こ
ろ
を
思
っ
て
入
り
、
ず
い

ぶ
ん
広
く
大
き
な
と
こ
ろ
に
び
っ

く
り
し
ま
し
た
。

＊
考
え
て
い
た
よ
り
広
く
大
き

か
っ
た
の
で
驚
き
ま
し
た
。
通
路

が
考
え
て
い
た
よ
り
悪
く
、
歩
く

の
が
大
変
で
し
た
が
い
い
経
験
が

出
来
ま
し
た
。
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＊
日
頃
か
ら
一
度
見
学
し
て
み

た
い
と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
で
と

て
も
よ
い
経
験
で
し
た
。
先
生
の

お
話
も
興
味
深
く
当
時
の
状
況
を

少
し
で
も
感
じ
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。＊
非
常
に
貴
重
な
体
験
で
し
た
。

地
下
壕
は
驚
き
で
し
た
。
お
話
は

と
て
も
分
か
り
や
す
く
興
味
深
い

も
の
で
し
た
。

＊
日
吉
に
八
年
住
ん
で
い
て
、

先
ず
こ
ん
な
地
下
壕
の
存
在
を
聞

い
た
こ
と
も
な
く
び
っ
く
り
し
ま

し
た
。
そ
し
て
こ
の
地
下
壕
が
、

ほ
ぼ
一
年
間
で
朝
鮮
人
労
働
者
に

よ
っ
て
造
ら
れ
た
こ
と
に
対
し
、

日
本
軍
に
多
大
な
責
任
を
感
じ
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
地
下
壕
を
通
し

て
戦
争
を
考
え
る
機
会
を
子
供
達

に
与
え
て
や
り
た
い
と
思
う
の
で

す
が
・
・
。

＊
こ
ん
な
身
近
な
と
こ
ろ
に
戦

争
の
爪
痕
が
残
っ
て
い
る
な
ん
て

驚
き
ま
し
た
。
わ
ず
か
一
年
の
間

に
地
下
壕
を
完
成
さ
せ
た
労
力
に

も
驚
き
ま
し
た
。
そ
の
陰
に
朝
鮮

人
労
働
者
が
い
た
の
で
す
ね
。

＊
私
は
八
月
の
終
戦
記
念
日
に

な
る
と
、
広
島
・
長
崎
・
沖
縄
戦

な
ど
、
戦
争
展
を
見
た
り
、
話
を

繰
り
返
し
聞
い
た
り
、
本
を
読
ん

だ
り
し
て
参
り
ま
し
た
。
「
キ
ム

の
十
字
架
」
は
、
こ
の
壕
を
掘
っ

た
朝
鮮
人
の
様
子
が
よ
く
分
か
る

お
話
で
す
。
こ
こ
ま
で
く
る
の
に

日
本
軍
は
戦
争
に
よ
り
ず
い
ぶ
ん

ひ
ど
い
こ
と
を
し
た
も
の
だ
と
、

思
い
ま
し
た
。
せ
め
て
贅
沢
し
な

い
よ
う
生
活
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

＊
戦
時
下
の
中
物
資
不
足
の
そ

の
他
の
問
題
の
あ
る
中
で
あ
れ
だ

け
規
模
の
大
き
な
地
下
壕
を
掘
る

こ
と
は
、
大
変
苦
労
の
多
い
こ
と

だ
と
思
う
と
共
に
、
朝
鮮
の
方
々

を
徴
用
を
し
て
労
働
を
さ
せ
て
い

た
と
の
こ
と
な
ど
、
考
え
さ
せ
ら

れ
る
こ
と
ば
か
り
で
し
た
。
「
戦

時
」
と
い
う
も
の
を
と
て
も
身
近

に
感
じ
、
今
の
平
和
を
大
切
に
し

な
く
て
は
と
改
め
て
思
い
ま
し
た
。

と
て
も
有
意
義
な
一
日
を
有
難
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

＊
私
達
の
日
吉
に
こ
ん
な
歴
史

が
あ
っ
た
こ
と
を
今
回
初
め
て
知

り
、
驚
き
と
共
に
現
在
の
平
和
な

毎
日
に
感
謝
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
い
ま
し
た
。
壕
の
中
で
の

全
く
の
闇
の
中
の
一
分
間
の
黙
祷

は
私
に
と
っ
て
非
常
に
重
く
長
い

時
間
で
し
た
。

＊
地
下
壕
に
入
っ
た
の
は
初
め

て
で
す
が
、
規
模
が
大
き
く
び
っ

く
り
し
ま
し
た
。
戦
争
の
事
は
、

よ
く
知
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
地
下

壕
を
造
る
た
め
、
強
制
労
働
で
朝

鮮
人
が
危
険
な
作
業
現
場
で
働
か

さ
れ
て
い
た
そ
う
で
、
戦
争
の
い

や
な
面
が
ま
た
浮
き
ぼ
り
さ
れ
、

心
を
痛
め
ま
し
た
。

＊
貴
重
な
体
験
が
出
来
ま
し
た
。

奥
深
い
意
味
の
あ
る
見
学
で
し
た
。

終
戦
当
時
の
歴
史
的
背
景
を
前
も

っ
て
”
復
習
”
し
て
お
く
と
、
よ

り
理
解
で
き
る
部
分
が
多
か
っ
た

よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

＊
短
い
期
間
で
こ
れ
だ
け
の
も

の
を
掘
っ
た
労
力
と
苦
労
は
大
変

な
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
と
思
い
ま

す
。
朝
鮮
の
方
の
大
変
で
あ
っ
た

だ
ろ
う
事
が
思
わ
れ
ま
し
た
。
昔
、

父
母
か
ら
聞
い
て
い
た
戦
時
中
の

事
が
、
多
少
身
近
に
感
じ
ら
れ
ま

し
た
。＊
戦
後
生
ま
れ
で
あ
ま
り
教
争

の
話
を
聞
い
た
こ
と
が
な
く
、
実

際
に
こ
の
目
で
み
て
感
激
し
ま
し

た
。
子
供
達
に
も
ぜ
ひ
見
せ
た
い

と
思
う
け
ど
、
あ
ま
り
整
備
す
る

と
一
年
間
と
い
う
短
期
間
に
こ
れ

だ
け
の
地
下
壕
を
造
っ
た
と
い
う

人
々
の
思
い
を
伝
え
る
こ
と
が
出

来
な
く
な
る
よ
う
な
気
が
し
て
、

そ
れ
か
と
い
っ
て
こ
の
状
態
で
見

学
さ
せ
る
の
は
無
理
か
な
？
と
い

う
思
い
で
す
。

＊
今
回
こ
の
よ
う
な
機
会
に
見

学
で
き
て
、
大
変
貴
重
な
経
験
が

出
来
ま
し
た
。
思
っ
て
い
た
以
上

に
立
派
な
地
下
壕
で
、
当
時
朝
鮮

人
労
働
者
に
よ
り
掘
ら
れ
た
と
は

少
し
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

＊
客
観
的
に
考
え
さ
せ
ら
れ
る

こ
と
の
な
か
っ
た
戦
争
と
い
う
も

の
が
、
非
常
に
身
近
に
感
じ
る
事

が
出
来
、
貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。
歴
史
の
中
で
の
戦

争
の
一
ペ
ー
ジ
が
と
て
つ
も
な
く

忘
れ
る
こ
と
を
し
て
は
い
け
な
い

も
の
だ
と
つ
く
づ
く
感
じ
ま
し
た

し
、
今
後
も
子
供
達
に
こ
の
事
実

を
話
し
て
い
か
な
く
て
は
・
・
と

思
い
ま
す
。
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＊
戦
争
の
被
災
者
の
方
の
状
況

や
朝
鮮
か
ら
働
き
に
こ
ら
れ
た
人

達
の
事
な
ど
考
え
さ
せ
ら
れ
、
改

め
て
平
和
の
世
の
素
晴
ら
し
さ
を

思
い
直
し
ま
し
た
。

＊
と
て
も
興
味
深
か
っ
た
。
先

生
の
話
が
と
て
も
よ
か
っ
た
。

＊
思
っ
て
い
た
よ
り
も
大
き
な

地
下
壕
で
驚
き
ま
し
た
。
こ
ん
な

身
近
な
と
こ
ろ
に
も
戦
争
の
爪
痕

が
は
っ
き
り
あ
る
の
に
驚
き
ま
し

た
。＊
地
下
壕
の
あ
る
こ
と
も
知
ら

な
か
っ
た
の
で
非
常
に
驚
い
た
。

＊
以
前
か
ら
見
学
し
た
い
と
思

っ
て
い
ま
し
た
が
、
な
か
な
か
個

人
で
は
い
け
る
と
こ
ろ
で
は
な
い

の
で
と
て
も
よ
い
企
画
だ
と
思
い

ま
し
た
。
貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。

＊
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
に
乗
っ
て

四
〇
数
年
前
に
い
っ
て
き
た
感
じ

で
し
た
。
穴
堀
に
多
く
の
朝
鮮
人

労
働
者
が
使
わ
れ
た
こ
と
と
い
い
、

今
の
日
本
と
朝
鮮
と
の
問
題
に
も

つ
な
が
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

＊
私
達
は
戦
争
の
経
験
が
あ
り

ま
せ
ん
。
実
際
に
こ
の
よ
う
な
場

所
で
説
明
を
聞
い
て
い
る
と
、
何

と
も
い
え
な
い
感
情
が
こ
み
上
げ

て
き
ま
す
。

＊
普
段
見
る
こ
と
が
出
来
な
い

の
で
、
よ
い
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

子
供
達
に
も
見
せ
た
い
と
思
い
ま

す
が
・
・
。
大
勢
の
犠
牲
者
が
い

る
の
に
は
驚
い
た
。

＊
終
戦
後
生
ま
れ
た
私
に
と
っ

て
、
親
な
ど
か
ら
の
話
だ
け
の
知

識
か
ら
、
実
際
に
壕
を
見
て
、
歴

史
と
当
時
の
人
々
の
気
持
ち
の
輪

郭
が
か
い
ま
み
れ
て
良
か
っ
た
と

思
う
。
先
生
の
お
話
と
最
後
の
黙

祷
の
時
が
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

全
世
界
が
平
和
で
あ
り
ま
す
よ
う

に
！
＊
大
変
貴
重
な
体
験
が
出
来
ま

し
た
。
T
V
や
映
画
な
ど
で
は
見

聞
き
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、

実
際
に
見
学
し
て
五
〇
年
弱
前
に

今
の
平
和
な
日
本
を
守
っ
て
く
れ

た
人
々
の
苦
労
と
日
吉
の
歴
史
を

改
め
て
知
り
ま
し
た
。

＊
日
吉
に
住
ん
で
い
な
が
ら
、

い
ま
ま
で
ほ
と
ん
ど
知
ら
な
か
っ

た
面
、
戦
争
を
身
近
に
感
じ
る
体

験
、
と
て
も
貴
重
な
経
験
を
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。

＊
大
変
貴
重
な
と
こ
ろ
を
見
学

で
き
て
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

日
吉
に
こ
ん
な
と
こ
ろ
が
あ
っ
た

こ
と
は
初
め
て
知
り
ま
し
た
。
い

ろ
い
ろ
と
興
味
が
出
て
き
ま
し
た
。

＊
戦
後
生
ま
れ
の
私
達
は
、
T

V
や
学
校
な
ど
で
は
い
ろ
い
ろ
と

教
え
て
貰
い
ま
し
た
が
、
現
実
に

地
下
壕
見
学
し
て
、
と
て
も
意
味

深
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

子
供
と
一
緒
に
見
学
し
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

＊
住
ん
で
い
る
土
地
の
事
を
知

ら
ず
に
い
た
の
で
、
と
て
も
勉
強

に
な
り
ま
し
た
。
戦
争
を
身
近
に

感
じ
日
吉
が
戦
場
に
な
ら
な
か
っ

た
こ
と
が
救
い
で
す
。
朝
鮮
人
労

働
者
の
事
も
胸
が
つ
ま
り
ま
す
。

＊
身
近
に
戦
争
に
関
す
る
施
設

跡
が
あ
っ
た
事
、
施
設
を
整
備
し

て
多
く
の
人
々
に
残
し
た
い
。

＊
思
っ
た
以
上
に
広
い
も
の
だ

っ
た
。
戦
争
を
身
近
に
感
じ
平
和

の
有
難
さ
を
し
み
じ
み
感
じ
た
。

＊
戦
争
を
体
験
し
て
い
な
い
私

に
と
っ
て
は
不
思
議
に
思
い
ま
し

た
。
地
下
壕
を
造
ら
さ
れ
た
朝
鮮

人
労
働
者
の
待
遇
を
考
え
ま
す
と
、

戦
争
の
空
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

＊
ま
る
で
テ
レ
ビ
か
映
画
の
世

界
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
よ
う

な
気
持
ち
で
し
た
。
戦
争
を
身
近

に
感
じ
た
見
学
で
し
た
。
子
供
達

に
も
見
て
貰
い
た
い
よ
う
な
気
が

し
ま
す
。
＊
自
分
達
が
住
ん
で
い
る
と
こ

ろ
に
、
こ
れ
ほ
ど
大
き
な
地
下
壕

が
あ
る
と
は
・
・
。
新
聞
等
で
見

て
、
知
っ
て
い
ま
し
た
が
、
実
際

に
入
っ
て
み
て
当
時
ほ
と
ん
ど
機

械
も
使
わ
ず
良
く
こ
れ
だ
け
の
穴

が
掘
れ
た
も
の
だ
と
感
心
す
る
と

共
に
、
き
っ
と
何
人
か
の
人
々
が

犠
牲
に
な
っ
た
の
で
は
・
・
と
感

じ
ま
し
た
。

＊
身
近
な
と
こ
ろ
に
こ
の
よ
う

な
も
の
が
残
さ
れ
て
い
た
と
知
り

驚
い
た
。
二
度
と
造
ら
れ
る
こ
と
、

ま
た
使
わ
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う

に
祈
る
。
こ
の
こ
と
を
子
供
達
に

伝
え
て
い
き
た
い
。

＊
話
に
は
良
く
聞
い
て
い
ま
し

た
。
こ
の
機
会
が
出
来
た
こ
と
は

良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
何
一
つ

そ
れ
ら
し
い
物
は
あ
り
ま
せ
ん
で
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し
た
け
ど
、
中
に
入
っ
た
と
き
の

実
感
は
す
ご
か
っ
た
。

＊
昔
の
人
は
本
当
に
偉
か
っ
た

な
ぁ
。
今
あ
る
自
分
達
は
こ
の
人

達
の
お
か
げ
で
生
活
で
き
て
い
る

と
思
う
と
、
感
謝
し
き
れ
な
い
と

感
じ
た
。
＊
町
の
歴
史
の
一
部
を
知
る
こ

と
が
出
来
て
、
と
て
も
有
意
義
で

し
た
。＊
私
達
の
身
近
に
戦
争
の
跡
が

あ
る
こ
と
を
初
め
て
知
り
ま
し
た
。

想
像
し
て
い
た
よ
り
高
さ
も
幅
も

あ
る
立
派
な
も
の
で
感
心
し
ま
し

た
。
地
下
壕
を
掘
ら
さ
れ
た
朝
鮮

人
の
方
々
の
御
苦
労
を
思
う
と
、

原
爆
の
被
害
者
で
あ
る
と
共
に
加

害
者
で
あ
る
と
い
う
こ
と
も
、
は

っ
き
り
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
い
ま
す
。
本
日
は
有
難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

＊
日
常
と
は
違
っ
た
空
間
で
、

面
白
い
も
の
を
見
れ
て
良
か
っ
た

と
思
う
。
＊
保
存
す
べ
き
だ
と
思
っ
た
。

＊
し
っ
か
り
し
た
地
下
壕
で
び

っ
く
り
し
ま
し
た
。
で
も
こ
ん
な

地
下
壕
の
利
用
せ
れ
な
い
時
代
が

い
い
と
思
い
ま
す
。

＊
こ
ん
な
身
近
に
地
下
壕
が
あ

り
ま
し
た
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。

実
際
こ
の
目
で
地
下
壕
を
見
せ
て

頂
き
、
そ
の
時
期
生
き
た
人
々
の

ご
冥
福
を
改
め
て
お
祈
り
致
し
ま

す
。
そ
し
て
戦
争
と
平
和
に
つ
い

て
も
っ
と
考
え
な
け
れ
ば
い
け
な

い
と
つ
く
づ
く
思
い
ま
し
た
。

＊
有
意
義
な
一
日
に
な
り
ま
し

た
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

編

集

後

記

◆
九
月
以
来
、
地
下
壕
の
見

学
会
を
や
り
た
い
と
、
様
々

な
団
体
か
ら
の
依
頼
が
多
く

そ
の
対
応
に
追
わ
れ
て
、
会

報
一
四
号
の
発
行
が
大
変
遅

れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

◆
見
学
会
の
感
想
文
も
た
く

さ
ん
寄
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
時

間
さ
え
あ
れ
ば
い
つ
で
も
発

行
で
き
た
の
で
す
が
・
・
。

と
に
か
く
忙
し
い
毎
日
で
し

た
。
◆
し
か
し
保
存
運
動
の
方
は

ほ
と
ん
ど
進
展
が
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
来
年
は
何
等
か

の
手
を
打
っ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

◆
今
年
は
世
界
が
急
テ
ン
ポ

に
変
化
し
ま
し
た
。
日
本
で

は
掃
海
挺
派
遣
だ
の
、
P
K

O
だ
の
自
衛
隊
海
外
派
遣
を

め
ぐ
っ
て
う
さ
ん
く
さ
い
議

論
が
し
き
り
で
し
た
。

◆
ま
た
、
太
平
洋
戦
争
開
戦

五
〇
周
年
で
、
そ
の
意
味
が

問
わ
れ
た
年
で
も
あ
り
ま
し

た
。
朝
鮮
人
強
制
連
行
、
強

制
労
働
、
慰
安
婦
な
ど
の
問

題
、
そ
れ
に
伴
う
戦
後
補
償

の
問
題
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

さ
れ
ま
し
た
。

◆
太
平
洋
戦
争
に
大
き
く
か

か
わ
っ
た
日
吉
台
地
下
壕
、

朝
鮮
人
労
働
者
の
問
題
、
戦

災
者
の
記
録
な
ど
、
ま
だ
ま

だ
調
べ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
が
、
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま

す
。
◆
そ
し
て
二
度
と
再
び
愚
か

な
戦
争
を
起
こ
さ
な
い
よ
う

に
、
戦
争
と
平
和
に
つ
い
て

常
に
考
え
る
た
め
の
原
点
と

し
て
、
こ
の
地
下
壕
の
保
存

す
る
運
動
を
、
来
年
以
降
も

力
強
く
展
開
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

◆
こ
の
一
年
間
い
ろ
い
ろ
と

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
来

年
も
宜
し
く
御
支
援
の
程
を

お
願
い
致
し
ま
す
。

で
は
、
皆
様
よ
い
お
年
を

お
迎
え
下
さ
い
。


